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令和３年度定期監査（工事監査）結果報告書 

 

第１ 準拠基準 

那覇市監査委員監査基準（令和２年那覇市監査委員告示第１号） 

 

第２ 監査の種類 

工事監査（地方自治法第 199条第４項の規定に基づく定期監査） 

 

第３ 監査の対象 

工事監査実施要領（平成 29年３月 27日監査委員決定）及び令和３年度定期監査

（工事監査）実施計画に基づき、契約金額が１件 2,000万円以上の土木工事、建築

工事、電気工事、機械設備工事等 79件の中から以下の３件を選定した。 

○ 第一牧志公設市場建設工事(建築) 

○ 令和３年度福州園再整備工事（土木） 

○ 令和２年度那覇新港ふ頭地区配水管布設工事 

 

第４ 監査の着眼点（調査項目） 

監査の着眼点は、全国都市監査委員会が定めた旧都市監査基準準則第 22 条別項

第３工事監査等の着眼点に準じ、主として以下の事項とした。 

１ 計画について 

  (1) 都市計画及び事業決定の手続きは適正に行われているか。 

  (2) 建築工事の計画通知関係書類が整備されているか。 

  (3) 地元住民に対し、事業概要について事前説明及び調整がなされているか。 

２ 設計について 

  (1) 事業目的に適合した設計となっているか。 

  (2) 法令等に適合した設計となっているか。 

  (3) 仕様書、図面及び設計内訳書等の設計図書は的確に作成されているか。 

  (4) コスト削減意識を反映した設計となっているか。 

  (5) 高齢者、障がい者等利用者の立場に立った設計となっているか。 

３ 積算について 

  (1) 積算基準等の整備状況及びその運用は適切に行われているか。 

  (2) 歩掛及び単価は適正か。 

  (3) 数量、金額は正確か。また、その算出根拠は明確か。 

４ 契約について 

  (1) 契約の方法及び手続きは適正か。 

  (2) 契約締結は適正か。 

５ 施工及び現場調査について 

(1) 工事施工に関する諸官庁等への事務手続は適正に行われているか。 

(2) 工事施工計画は適切か。施工計画書、工程表は適切に整備されているか。 

(3) 設計図書どおり施工されているか。また、粗悪な材料の使用、施工の粗雑・

手抜き等の工事はないか。 
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(4) 法令等を遵守して施工されているか。 

(5) 各種承諾図書、工事記録写真等の請負人提出書類は整備されているか。 

(6) 各種検査、材料試験等は適正に行われているか。 

(7) 現場の安全管理は適切に行われているか。 

(8) 工程管理及び品質管理は適切に行われているか。 

(9) 工期変更、設計変更の理由・内容・時期は適切か。 

(10) 環境に配慮した建設資材の使用に努めているか。 

 

第５ 監査の主な実施内容 

監査は、全国都市監査委員会が定めた旧都市監査基準準則に準じ、当該準則の工

事監査等の着眼点のうち、主に計画、設計、積算、契約、施工、維持管理等につい

て、経済性、効率性、安全性及び諸手続きが適正に確保されているかを主眼として、

各工事について課長、担当職員より説明を聴取し、これらの各項目の各段階におい

て実施された工事が適正であるかどうかについて、書類審査及び現場調査（11月 15

日から 17日まで）を実施した。 

なお、実施に当たっては、工事技術調査業務委託契約に基づき、公益社団法人大

阪技術振興協会から派遣された技術士(建設部門・総合技術監理部門)を交えて工事

関係職員から説明を聴取し、設計図書、監査資料等の書類審査及び現場を視察し、

調査を行った。 

また、指摘事項等について対象部署から弁明、見解等の機会を設けたが、申し出

はなかった。 

 

第６ 監査の期間、日程及び実施場所 

１ 期 間 令和３年９月 27日から令和４年１月７日まで 

２ 日 程 令和３年 11 月 15 日(午後)～令和３年 11 月 16 日(午前)（書類審査） 

令和３年 11 月 16 日(午後)～令和３年 11 月 17 日(午前)（現場調査） 

３ 場 所 監査会議室（本庁舎 12階）及び各監査対象工事現場 

 

第７ 監査の結果 

１ 対象工事全体について 

(1) 関係書類を審査し、説明者に質問して当該工事の計画、設計・仕様、積算、

契約、施工管理・監理等の各段階における技術的事項の実施態様について整

合性を調査した結果、おおむね適正である。 

(2) 積算に関しては、土木工事標準積算基準書（沖縄県土木建築部）及び建築工

事積算基準（沖縄県土木建築部）並びに沖縄県の実施設計単価表及び工事標

準単価表、建設物価、積算資料、見積比較等に基づき積算され、適切である。 

(3) 設計図書、その他工事関係書類については、必要かつ十分となるよう様式や

チェックシートを定めており、各工事においてこれらを活用しておおむね良

好に整備されている。また、改善が必要な点については直ちに改善に取り組
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んでいることから、現場の施工状態もおおむね適切である。ただし、一部に改

善を要する指摘事項等があり、これらについては速やかに必要な措置を講じ、

今後の適正な事務事業の執行に努められたい。 

なお、建設業界においては週休２日の確保など働き方改革が喫緊の課題とな

っているため、発注者としても必要な措置を講じられたい。 

各工事の監査結果については、次の「２ 各工事について」で述べるとおり

である。 

 

（注）指摘事項等の区分は、次のとおりとする（定期監査実施要領による）。 

(1)指摘事項   

重大な違法、不当及び不正の状況を指摘すること。 

(2)是正事項   

改善を要する悪い状況を改め正すこと。 

(3)注意事項   

好ましくない状況があるので、気をつけるよう申し述べること。 

(4)要望事項   

予算執行の効果及び事業成績の見地から事態の向上を求め望むこと。 

 

２ 各工事について 

 

〇第一牧志公設市場建設工事（建築） 

 

（1）工事担当所管部署 

経済観光部 なはまち振興課 

（2）工事概要 

ア 工事場所 那覇市松尾２丁目 10番１号 地内 

イ 背景と工事内容 

1) 事業目的 

本事業は、第一牧志公設市場の建て替えを契機に、県内初となる「食」を中

心とした多様な文化を体感できる街歩き拠点としての機能を追加整備し、中

心市街地への来場客・観光誘客数の拡大を図ることを目的とした事業である。 

2) 建物概要 

用 途 ： 物品販売業を営む店舗（公設市場） 

敷 地 面 積 ： 1,775.87㎡ 

建 築 面 積 ： 1,545.21㎡（変更後 1,543.86㎡） 

各階床面積 ： ＰＨ階   180.15 ㎡ 

             ３階    923.91 ㎡（変更後 738.24 ㎡） 

２階   1,351.88 ㎡（変更後 1,371.77 ㎡） 

１階   1,469.97 ㎡（変更後 1,468.78 ㎡） 
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地下１階 1,470.35 ㎡（変更後 1,221.87 ㎡） 

地下２階  181.43 ㎡（変更後 0.00 ㎡） 

構   造 ： 鉄骨造＋ＳＲＣ造 

ウ 工事請負会社 國場組・大米建設共同企業体 

エ 設計業務委託  

基本設計 株式会社国建・株式会社環境設計国建共同企業体 

実施設計 株式会社国建・株式会社環境設計国建共同企業体 

オ 工事監理   株式会社国建・株式会社環境設計国建共同企業体 

カ 当初工期 令和２年６月 26日 ～ 令和４年２月 28日（613日間) 

変更工期 令和２年６月 26日 ～ 令和４年３月 31日（644日間) 

キ 事業費 設計額  2,653,200,000 円（変更設計額 2,677,400,000 円） 

    請負額  2,636,700,000 円（変更請負額 2,660,748,200 円） 

             予定価格 2,653,200,000 円（当初） 

             落札率  99.4% 

ク 工事進捗率 30.0%（計画進捗率 84.2%） 10 月 31 日現在 

（3）総 評 

本技術調査では、当該工事に関して提示された書類を確認し、当該工事の計

画、設計・仕様、積算、契約、施工管理・監理等の各段階における技術的事項の

実施状況について調査した。その結果、全般にわたり適切な条件設定、判断が

行われており、施工状況や施工管理・監理は概ね良好であると判断された。 

現在、本工事の工程は、軟弱地盤対策等を追加で実施したことにより、当初

計画より 10ヵ月程度遅れている状況にある。今後、地下部の躯体工事の完了後、

地上部の躯体工事、内外装工事や建具工事などが予定されている。工種が増え、

上下作業にもなるため、現場が錯綜すると想定される。施工現場は、商店街の

中にあり、作業スペースも狭いため、完工まで十分な安全管理を継続して頂き

たい。また、厳重な工程管理や品質管理を継続して「市民・県民・観光客の交

流と学びを育むための那覇の大市場（ウフマチ）」を創造して頂きたい。 

なお、個々の調査結果について気付いた点は、各項目の指摘事項等で記述し

た。 

（4）着手前の技術調査について 

ア 計画及び設計について 

1) 計画について 

第一牧志公設市場は、1950（昭和 25）年に開設し、1972（昭和 47）年の立

替えにより現在の建物となっている。第一牧志公設市場は供用開始から現在

に至るまで市民や県民の台所として親しまれてきている中、近年は第一牧志

公設市場を拠点としたマチグヮー（周辺商店街）が観光地として多くの県外

や国外の観光客にも人気のエリアとなっている。 

一方、施設の老朽化が顕著となっており、2006（平成 18）年度に耐力度測
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定調査を実施して以降、地域の意見を踏まえつつ、構想から計画、設計へと検

討を進めてきた。 

2) 設計について 

本事業の設計においては、基本計画や地域の意見を踏まえつつ、機能性、経

済性、施工性に対して総合的に最も優れた案となるよう基本設計、実施設計

を実施している。これら設計プロセスは適正であり、十分な検討が行われて

いる。 

なお、業務委託の受託者、主な適用基準、構造計算適合判定機関、確認申請

審査機関等は以下の通りである。 

① 設計業務委託の受託者 

・基本設計 公募プロポーザル方式 

第一牧志公設市場再整備基本設計 

株式会社国建・株式会社環境設計国建共同企業体 

履行期間 平成 29 年 7 月 11 日～平成 30 年 3 月 23 日 

・実施設計 公募プロポーザル方式 

第一牧志公設市場再整備実施設計 

株式会社国建・株式会社環境設計国建共同企業体 

履行期間 平成 30 年 7 月 31 日～令和元年 6 月 30 日 

・工事監理 随意契約方式 

株式会社国建・株式会社環境設計国建共同企業体 

履行期間 令和元年 11 月 21 日～令和 4 年 2 月 28 日 

② 主な適用基準 

      設計業務の主な適用基準は以下の通りであり、最新版を適用することと

している。 

・建築設計業務委託共通仕様書（沖縄県土木建築部） 

・建築工事監理業務委託共通仕様書（沖縄県土木建築部） 

・沖縄県公共建築物景観形成マニュアル（沖縄県土木建築部） 

・電子納品に関する手引き（那覇市） 

・那覇市公共工事等環境配慮マニュアル（那覇市環境部） 

・公共建築工事標準仕様書 建築工事編（国土交通省） 

・公共建築改修工事標準仕様書 建築工事編（国土交通省） 

・建築設計基準（国土交通省） 

・建築構造設計基準（国土交通省） 

・建築鉄骨設計基準（国土交通省） 

・建築工事設計図書作成基準（国土交通省） 

・建築工事標準詳細図（国土交通省） 

③ 構造計算適合判定機関 （株）建築構造センター 

④ 確認申請審査機関 那覇市まちなみ共創部建築指導課 
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⑤ 地質調査ボーリングについては、実施設計に際して３本実施し、既存建

物（旧市場）が立地していることから調査出来なかった２本については、

第一牧志公設市場建設工事（建築）において実施することとしている。 

イ 設計図書及び特記仕様書について 

1) 工事の設計図書 

設計図書である発注図面、仕様書、現場説明書、質問回答書は適切に作成さ

れている。なお、見積り参考資料として工事数量総括表も示されている。ま

た、施工条件、積算条件について 93件の質問があったが、適切に回答されて

いる。 

（ｱ）指摘事項等（注意事項） 

特記仕様書の内容を変更する際、公共建築工事標準仕様書の年度変更な

ど軽微なものとして、メールで済ませたものがあった。軽微なものでもメー

ルではなく、工事打合せ簿など指示書において行う必要がある。 

（ｲ）指摘事項等（要望事項） 

特記仕様書の「①一般共通事項 ⑦施工図等（3）施工計画書等の提出時期」

において「施工計画書は契約後 30日以内」となっているが、一方、「現場説

明書」では「その部分の施工にかかる 15日前まで」となっている。両者を

一体的に理解できるよう特記仕様書の記述を工夫されたい。 

（ｳ）指摘事項等（要望事項） 

構造特記仕様書の「Ⅱ-２特記仕様書の取扱い」で提出を求める施工計画

書と実際に提出された施工計画書の標題に差異がある。発注者が要求する

施工計画書の内容に見合う施工計画書は提出されており問題はないが、特

記仕様書の表現を工夫する等の措置を検討されたい。 

2) コスト縮減 

主なコスト縮減対策として以下の事項が実施されていることを確認した。 

・汎用建材の使用を増やすことで建設コストの縮減化を図っている。 

・維持管理のコスト縮減観点からは、ＬＥＤの使用などでランニングコスト

の縮減を図っている。 

3) 地域との調和を図った設計 

地域との環境・景観の調和に配慮して以下の設計がされていることを確認

した。 

・新市場 1階には、マチグヮーのにぎわいのある市街地景観に馴染むように

外小間を配置するとともに、各通りに多くの出入り口を配置することで、

マチグヮーとの一体化を図っている。 

・敷地南側の隣地境界部分に通路があったため、新市場の計画においても、

既成利用者に配慮した通路の確保を図っている。 

4) 耐震対策 

多数の者が利用する市民生活関係施設として、耐震安全性の分類を構造体
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Ⅱ類、建築非構造部材Ｂ類、建築設備乙類を基準として設計している。 

5) 工期設定について  

本工事において、工期は４週６休で設定されている。今後の建築工事では

週休２日を前提として工期設定することを検討中とのことである。 

ウ 積算について 

積算は、下記の基準等に基づき、所管課において適正に算定されていること

を確認した。 

・工事数量は、詳細設計業務委託に含まれ、公共建築数量積算基準（国土交

通省大臣官房官庁営繕部監修，平成 29年版）に基づき算出されている。 

・積算基準（歩掛等）は、沖縄県土木建築部建築工事積算基準（平成 31 年

４月版）を適用している。 

・採用単価は、建築工事標準単価表（沖縄県土木建築部,平成 30年 10月版）、

実施設計単価表（沖縄県土木建築部,平成 31年１月）、建築施工単価（2019

年春）、建築コスト情報（2019 年春）、積算資料（2019 年５月）、建設物価 

（2019年５月）及び業者徴取見積書に基づいて実施している。なお、価格

刊行物を採用する場合の単価は２誌の平均値を使用している。また、業者

徴取見積書を採用する場合は、異常値を除外した上で最低値を採用してい

るとのことである。 

（ｱ）指摘事項等（注意事項） 

公共工事の品質確保の促進に関する法律第７条第１項では、「市場にお 

ける労務及び資材等の取引価格を的確に反映した積算を行う」ことを発注

者の責務としている。このため、発注時期に近い単価を採用することが必要

となるが、本工事では単価採用時期（令和元年５月）と発注時期（令和２年

４月）に１年の差がある。これは、「入札不落２回などにより、その遅れを

取り戻すために発注準備期間の短縮を図り、単価見直しの作業を省いたこ

とによる」とのことであるが、法の趣旨から離れた対応となるので、今後改

善するようにされたい。 

エ 工事の入札及び契約について 

1) 入札関係 

本工事の入札は、制限付き一般競争入札を適用し、特定建設工事共同企業

体資格審査結果通知書で合格の通知を受けた者であること、那覇市に本店が

有る者であること等を入札参加資格とした結果、入札参加者は２者であり、

そのうち國場組・大米建設共同企業体と、令和２年６月 26日付けで那覇市議

会の議決（同意）を得て、同日付で本契約をした。 

契約額は、予定価格に対して 99.4％となっている。なお、建設業法第 20条

第３項に規定されている必要な見積り期間（15日間）は確保されていた。 

2) 契約関係書類 

契約書類関係は、工事請負契約書（収入印紙確認）、監督員通知、履行保証  
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等、工事保険等、現場代理人・監理技術者届、着手届、工事工程表、建設業退

職金共済金収納書、請求書（前払い金）の書類が適切に作成されていること

を確認した。また、現場代理人・監理技術者は、必要な国家資格（一級建築施

工管理技士）を取得していることを確認した。 

（5）着手後の技術調査について 

ア 施工管理 

1) 関係諸官庁への届出書類 

道路使用・占用許可、沖縄県赤土等流出防止条例に基づく事業行為通知書、

水資源有効利用・節水計画書等は、適切に届出がされている。なお、発注者に

より届出がされた書類もある。また、琉球石灰岩を使用する場合の出鉱証明

書は使用前に届出がされる予定である。 

施工体系図・施工体制台帳についても、適切に作成し提出されている。 

2) 周辺住民対応及び交通対策 

工事着手前には、工事請負業者より、工事内容を記したチラシを周辺の各

戸に配布していることを確認した。また、マチグヮーとの十分な調整（店舗

搬入車両等と工事車両の通行時間調整等）も適切に実施していることを確認

した。 

3) 施工計画書等 

施工計画書については、特記仕様書、現場説明書に基づき、総合施工計画

書、既存建物基礎部解体施工計画書、仮設構台施工計画書、山留め工事施工

計画書、地盤改良工事施工計画書、場所打ちコンクリート杭施工計画書、土

工事・地業工事施工計画書、鉄筋工事施工計画書、コンクリート工事施工計

画書等について工事着手前に提出されていることを確認した。今後も工事の

進捗に伴って新たな施工計画書が提出されるため、一覧表に整理して提出状

況の管理がされている。 

また、総合図、施工図は適切に更新され、一覧表に整理して提出状況の管

理がされている。 

（ｱ）指摘事項等（要望事項） 

総合施工計画書は、大目次と総論では必要事項を満たしているが、記述内

容に不十分な点が見受けられる。特記仕様書、現場説明書、質問回答書等で

発注者が要求している事項についての実施方針を理解できる記述が必要で

ある。特に、計画工程、現場組織表、安全管理、施工監理計画、交通管理、

環境管理など、全体的な工事管理（特記仕様書の一般事項等）や個別の施工

計画書で詳述されない事項等については、総合施工計画書において具体性

のある記述がされている必要がある。今後、総合施工計画書の細目次を示す、

施工計画書記載事項チェックシートを充実する等の措置を検討されたい。 

また、施工計画書には頁を付けるよう指導されたい。 
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（ｲ）指摘事項等（注意事項） 

施工計画書について、当初、工事着手前に提出されているが、変更指示等

に伴う改定の際、その変更に係る工事に着手する前に提出がされていなか

った。当該変更に係る工事の着手前までに提出するよう指導・監督されたい。 

イ 工程管理 

本工事の進捗率は約 30％（予定 84％）であり、この遅れは隣接地地盤対策工

事等に時間を要したためである。現場調査時点では、軟弱地盤対策工事が終了

し、地下ピットの工事中であった。今後、地下部の躯体工事の完了後、地上部

の躯体工事、内外装工事や建具工事などが予定されている。なお、工程遅れに

対しては、予算の繰越措置後に工期延長が予定されている。 

全体工程の調整を目的として、発注者（市監督員、委託監理者）、建築工事、

機械工事及び電気工事の現場代理人、監理技術者で構成される総合工程会議は

毎週開催されており、この場において、進捗を確認するとともに、市監督員、

委託監理者による立会日程調整、協議事項の打ち合せなどが実施されている。

総合工程会議の後には、建築工事、機械工事及び電気工事別の分科会も開催さ

れており、市監督員は工程状況を把握していることを確認した。 

ウ 品質管理 

仮設、土工事、薬液改良工事、場所打ちコンクリート杭工事、深層混合処理、

鉄筋工事、コンクリート工事について材料品質証明、品質管理結果等に関する

書類等の内容を確認した。書類は一覧で整理されており、内容も適切である。

また、監督員による立会確認も適切に実施されている。 

エ 出来形管理 

原則として建築工事監理指針や建築工事標準詳細図に準じた出来形管理基準

により出来形数量等を適切に管理している。 

オ 写真管理 

工事写真については、各工種別日付別に適切に整理し、管理していることを

確認した。また、完成後に不可視となる部分についても写真撮影され適切に管

理している。 

カ 環境管理 

本工事において環境面で以下の配慮がされていることを確認した。 

・敷地周囲が建築密集地（住宅と店舗）であり、また、人通りも多いことか

ら、工事中の粉じん・騒音対策として、防音シートを隙間なく設置する 

他、商店街の仮設屋根を設置している。 

・工事中の振動対策として、既設杭解体時にワイヤーソー切断を採用した。 

・低騒音建設機械、排出ガス対応型建設機械を導入している。 

・工事期間中の騒音・振動の測定及び記録をしており、騒音は 85dB 以下、

振動は 75dB以下である。 

・仮囲いにマチグヮーマップ、沖縄県立芸術大学制作の壁面デザインを掲示
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するなど周辺との調和に配慮している。 

書類に関しては、再生資源利用計画書・再生資源利用促進計画書、産業廃棄

物管理表（マニフェスト）、建設廃棄物処理委託契約書、建設リサイクル法によ

る通知書を確認した。産業廃棄物管理表（マニフェスト）は適切に保管管理さ

れている。なお、建築物省エネ法による届出、赤土等流出防止条例による届出

は発注者においてなされている。 

ゆいくる材に関しては、鉄筋（リサイクル品）、スペーサ（廃プラ）が使用さ

れている。 

（ｱ）指摘事項等（注意事項） 

総合施工計画書における「再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計

画書」について、「再生クラッシャーラン」の使用を予定しているが、その

規格、利用用途や利用量など、必要事項の記載がないので、必要事項はしっ

かり記載するよう指導されたい。 

キ 安全管理 

統括安全衛生管理義務者は本工事の統括安全衛生責任者が指名されている。 

安全衛生工程連絡会を週１回、安全衛生協議会を月 1 回開催している。議事

録により元請負者、下請負者が出席し、工程、安全、工事内容の連絡、協議を

行っていることを確認した。 

また、安全パトロール、新規入場者教育、危険予知活動、安全衛生協議会の

議事録、安全訓練等の実施状況を確認した。さらに、熱中症対策、新型コロナ

感染症対策も実施されている。 

交通安全管理については、搬入・搬出路の要所に交通誘導員を配置するほか、

店舗搬入車両等と工事車両の通行時間調整、過積載対策を適切に実施している。 

（ｱ）指摘事項等（要望事項） 

安全管理は元請負者が統括するため、総合施工計画書には、安全衛生協議

会の組織、日常安全活動、安全管理活動サイクル、教育計画、建設機械点検、

化学物質等の危険性又は有害性等の表示又は通知等の促進に係る安全デー

タシート（ＳＤＳ）など、具体的な取組み内容について記載されるよう検討

されたい。また、交通安全管理について別章を設けて記載されるよう検討さ

れたい。 

ク 工事監理 

市監督員は、工事請負業者が行う全体工程会議（週 1 回）に出席し、施工状

況の把握に努めている他、立会・段階確認が計画的に実施されていることを確

認した。また、施工における指示や協議等は、適切に実施されており、工事打

合せ記録等の書類として、整理されている。 

  なお、既済部分検査は実施されているが、技術検査は工事完成時に実施され、

工事成績評定が実施される予定である。 

施工者において実施している事項で評価できる創意工夫は以下の点とのこと
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である。 

・環境面での配慮事項（粉じん・騒音対策等）を実施している。 

・地盤対策（シートパイルへの止水材塗布及び地盤改良工事の追加）を提案

し、適切に実施している。 

・周辺住民対応・交通対策を適切に実施している。   

ケ 設計変更 

工事による隣接地への影響を最小限とするため、地盤改良工事等の地盤対策

を追加し、地下躯体を縮小する等の設計変更を行っている。設計変更に当たっ

ては、必要な追加対策を実施する一方、建築物の必要機能を維持する範囲での

規模縮小をするよう、設計者も加えて検討し、内容を決定している。変更後の

工事開始前には、設計変更に係る協議・指示が適切に行われていることを確認

した。 

（6）現場調査 

ア 現場施工状況 

現在、施工現場は、軟弱地盤対策工事、基礎工事が完了し、地下ピットの工

事が行われている状況である。今後、躯体上部の工事や建具・内外装を予定し

ている。 

建設業許可票、労災保険関係成立票、建設業退職金共済加入票、施工体系図、

工事看板等の掲示物は、工事関係者及び公衆の見やすい位置に設置されており、

取り付け状態も良好であることを確認した。また、周辺住民への周知・掲示、

粉塵・騒音対策、交通安全対策、美化対策も適切に実施されている。現場事務

所は近傍のビルに設置されており、監督員事務所も併設されている。市監督員

は、現場代理人及び監理技術者と適切に連絡を取り合っており、定期的に施工

状況を確認している。良好な現場状況であることが確認できた。 

工事現場のマチグヮーとの調和に留意して、作業時間を厳格に管理する他、

沖縄県立芸術大学制作の壁面デザインを掲示する等の美化対策清掃活動を実施

していることを確認した。今後、創意工夫や地域貢献を実施した状況について

は、実施報告書として受注者より提出されるとのことである。 

  イ 調査時の状況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

地下ピットの施工状況           構台と隣接地     
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地下ピットの施工状況          土留め工と防音シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看板掲示箇所の状況           建設業許可票等の掲示 

 

 

 

 

      

  

 

 

 

  仮囲と絵画の掲示      アーケード街の粉塵対策       

南側隣接地 
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〇令和３年度福州園再整備工事（土木） 

 

（1）工事担当所管部署 

都市みらい部 公園管理課  

（2）工事概要 

ア 工事場所 那覇市久米２丁目 29番地 地内 

イ 背景と工事内容 

(ｱ) 事業目的 

福州園は、中国福州市との友好姉妹都市締結 10 周年と那覇市制施行 70

周年の記念事業として整備された県内唯一の中国式庭園として、外国人観

光客も多く訪れる施設である。一方で、整備から 30年程度経過し、近隣に

大型旅客船バースが整備されるなど、周辺状況が変化する中で、福州園は

施設が老朽化しており、ニーズにあった施設への再整備が必要となってい

る。そのため、平成 30年度より一括交付金を活用し、夜間ライトアップや

イベント会場としての利用を想定した福州園再整備工事を行っている。本

工事は、その一環として主に水環境と景観の改善を目的に池の防水工事と

植栽剪定を行うものである。 

(ｲ) 主たる工種  

・防水工（防水シート工 1,324 ㎡、ＦＲＰ防水工 226 ㎡、 

石積工 372 ㎡） 

・園路等整備工（園内５施設の園路等段差解消） 

・造園工（樹木剪定及び伐採、植栽工） 

ウ 工事請負会社 株式会社大宜見組 

エ 設計業務委託 株式会社レキオコンサルタント 

オ 工事監理 直営 

カ 当初工期 令和３年８月 27日から令和４年３月 18日（204日間) 

変更工期 工期変更無し 

キ 事業費 設計額 124,553,000円（変更設計額 変更無し） 

請負額 113,653,100円（変更請負額 変更無し） 

予定価格 124,553,000円 

落札率 91.3％ 

ク 工事進捗率 実施進捗率 24.7％（計画進捗率 28.1％） 10月 31日現在 

（3）総 評 

本技術調査では、当該工事に関して提示された書類を確認し、当該工事の計

画、設計・仕様、積算、契約、施工管理・監理等の各段階における技術的事項の

実施状況について調査した。その結果、全般にわたり適切な条件設定、判断が

行われており、施工状況や施工管理・監理は概ね良好であると判断された。 

現在、本工事の工程は、樹木剪定及び伐採が完了し、桃花渓の整備中であり、

予定通りの進捗である。今後、欧冶池や園路等の整備が予定されている。 
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出来形・品質に加えて出来栄えも良い公園に整備され、より多くの市民や観

光客に親しまれる公園になるよう整備されたい。 

なお、個々の調査結果について気付いた点は、各項目の指摘事項等で記述し

た。 

（4）着手前の技術調査について 

ア 計画及び設計について  

福州園再整備事業計画は、整備から 30年程度経過し、近隣に大型旅客船バー

スが整備されるなど、周辺状況が変化する一方、施設が老朽化しており、ニー

ズにあった夜間ライトアップやイベント会場としての利用を想定した施設への

再整備を目的として立案された。再整備事業に当たっては、基本計画、基本設

計を経て実施設計が実施された。設計は、外構土木、植栽、電気設備、機械設

備、建築について一体的に実施されている。 

本工事は、外構土木、植栽を対象にした土木工事であり、電気設備、機械設

備が別途発注済みである。建築物の修繕工事は今後発注される予定である。 

本工事の主要工種である防水工事ついては、５案を比較設計し、池について

は防水シート工法（高機能遮水シート）を、水路についてはＦＲＰ防水工法を

採用している。本事業の計画、設計においては、機能性、経済性、施工性に対

して総合的に最も優れた案に決定している。 

これら決定プロセスは適正であり、適切に設計業務が進められている。 

1) 基本計画・基本設計 

・平成 28年度 福州園再整備基本計画策定業務委託 

・平成 29年度 福州園再整備基本設計業務委託 

2) 詳細設計 

・平成 30年度 福州園再整備事業実施設計業務委託 

・履 行 期 間 平成 30年８月 29日～平成 31年３月 26日 

・競争の方式 制限付一般競争方式 

・業務受託者 株式会社レキオコンサルタント 

3) 主な適用基準は以下の通りである。 

・都市公園技術標準解説書（国土交通省都市局公園緑地・景観課監修，平成

28年度版） 

・水景技術標準（案）解説第５版（（一社）日本水景協会，平成 29 年９月） 

・土木設計業務等共通仕様書（沖縄県土木建築部，平成 30年７月） 

・土木工事設計要領【共通編】（沖縄県土木建築部，平成 30年８月） 

・詳細設計照査要領（沖縄県土木建築部，平成 29年７月） 

・建築設計業務委託共通仕様書（沖縄県土木建築部，平成 23年４月） 

・建築設計業務委託特記仕様書（沖縄県土木建築部，平成 29年５月） 

・公共建築工事標準仕様書 建築工事編、電気設備工事編、機械設備工事編

（国土交通省営繕部監修，平成 28年版） 
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・公共建築改修工事標準仕様書 建築工事編、電気設備工事編、機械設備工

事編（国土交通省営繕部監修，平成 28年版） 

イ 設計図書及び特記仕様書について 

1) 工事の設計図書 

設計図書である発注図面、仕様書、工事数量総括表、現場説明書、質問回答

書は適切に作成されている。 

2) 工事の特記仕様書   

本工事の特記仕様書には、特記事項（施工条件明示）が様式に従って体系的

に示されている他、施工条件明示補足事項や環境配慮仕様書が添付されてお

り、必要事項が記載されていることを確認した。 

（ｱ）指摘事項等（要望事項） 

接合部検査は、数量総括表に明示されているが、検査方法等がわかるよう

に特記仕様書等に明示するようにされたい。 

3) コスト縮減 

主なコスト縮減対策として以下の事項が実施されていることを確認した。 

・現場発生の石材を再利用し、処分費を削減している。 

・現場に搬入路がないため、効率的搬入搬出計画を行い、特定の日に一括

して資機材搬入を行い搬入機械の稼働日数を減らしている。 

・防水工法の選定においては、機能性、経済性、施工性、維持管理等の観

点から最良の工法を採用していることを確認した。 

4) 環境対策 

主な環境対策として以下の事項が実施されている。 

・夜間のライトアップやイベント会場としての利用を想定した整備計画と

している。 

・現場発生の石材を再利用している。 

・建設機械は、低騒音型・排ガス対策型を使用している。 

・環境配慮仕様書で配慮事項を示している。 

5) 工期設定 

本工事において、工期は４週８休で設定されているが、積算では週休２日

による補正はされていないとのことであった。 

ウ 積算について 

積算は、下記の基準等に基づき、所管課において適正に算定されていること

を確認した。 

工事数量は、実施設計業務委託に含まれ、平成 30年版土木工事数量算出要領

（案）（国土交通省）に基づき算出されている。 

積算基準（歩掛等）は、沖縄県土木建築部土木工事標準積算基準（令和２年

９月）を適用している。 

採用単価は、沖縄県土木建築部実施設計単価表（令和３年４月）、建築施工



 16 

単価（令和３年春）、建築コスト情報（令和３年春）、積算資料（令和３年６

月）、建設物価 （令和３年６月）及び 業者徴取見積書に基づいて適切に実施

していることを確認した。 

なお、価格刊行物を採用する場合の単価は２誌の平均値を使用している。ま

た、業者徴取見積書を採用する場合は、３者見積りの平均値を採用している。 

エ 工事の入札及び契約について 

1) 入札関係 

本工事の入札は、制限付き一般競争入札を適用し、令和３・４年度那覇市建

設工事業者の土木の格付がＢ等級(ランク)の者であること、那覇市に本店が

有るものであること等を入札参加資格とした結果、入札参加者は３者であり、

そのうち株式会社大宜見組と契約を締結している。予定価格に対して 91.3％

の契約額となっている。なお、建設業法第 20条第３項に規定されている必要

な見積り期間（15日間）は確保されていた。 

2) 契約関係書類 

契約関係書類は、工事請負契約書（収入印紙確認）、監督員通知、履行保証

等、工事保険等、現場代理人・監理技術者届、着手届、工事工程表、建設業退

職金共済金収納書、請求書（前払い金）の書類が適切に作成されていること

を確認した。また、現場代理人・監理技術者は、必要な国家資格（一級土木施

工管理技士）を取得していることを確認した。 

（5）着手後の技術調査について 

ア 施工管理 

1) 関係諸官庁への届出書類 

道路使用許可、消防署への道路工事届等は、適切に届出がされている。

なお、琉球石灰岩を使用する場合の出鉱証明書は使用前に届出がされる予

定である。 

施工体系図・施工体制台帳については、適切に作成し、提出されている。 

2) 周辺住民対応・交通対策 

工事着手前には、工事請負業者より、工事内容を記したチラシを福州園

周辺の各戸に配布していることを確認した。 

3) 施工計画書等 

施工計画書については、土木工事共通仕様書（沖縄県土木建築部、令和

２年９月）、公園緑地工事共通仕様書（国土交通省都市局公園緑地・景観課、

令和３年７月）等の基準に基づき作成され、「施工計画書記載事項チェック

シート」により、記載内容の確認が行なわれており、必要な内容が記載さ

れている。 

また、施工計画書は、適切な時期に発注者（監督員）に提出しているこ

とを確認した。 
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（ｱ）指摘事項等（要望事項） 

当初の施工計画書では、主要資材の記述漏れや交通整理員の配置図が整

備されないなど、記載内容に不十分な点があった。そのため、市監督員の指

導等により記載内容が追加され、発注者が要求している事項について、双方

が理解できる記述がなされたとのことである。引き続き、適切な施工計画書

の作成に取り組まれたい。 

 イ 工程管理 

本工事の進捗率は約 25％（予定 28％）で、ほぼ予定通り進んでおり、樹木の

剪定・伐採が完了し、桃花渓の整備が進行中である。今後、欧冶池の整備や園

路、植栽が予定されている。 

全体工程の調整を目的として、発注者（監督員）、現場代理人、監理技術者で

構成される総合工程会議が毎週開催されており、この場において、進捗を確認

するとともに、市監督員、委託監理者による立会の日程調整、協議事項の打ち

合せなどが実施されており、市監督員は工程状況を把握していることを確認し

た。 

ウ 品質管理 

樹木剪定・伐採工、池防水工について材料品質証明、品質管理結果等に関す

る書類等の内容を確認した。樹木剪定・伐採工については、発注図面に従って

実施されている。池防水工については、桃花渓の石積みを実施中である。 

今後、実施予定の防水シート工については、検査棒挿入試験、加圧試験、負

圧試験が実施され、遮水シート現場接合試験管理記録を残す計画となっている。

さらに貯水試験も予定されている。 

（ｱ）指摘事項等（要望事項） 

品質管理では、防水シート工について記載されているが、他の工種につい

ては記載が無い。それは、土木工事共通仕様書にそれら工種の記載がないか

らとのことであるが、記載のない工種については、公園緑地工事施工管理基

準（国土交通省都市局公園緑地・景観課、平成 24年度版）など他の技術基

準等から引用するなどして施工計画書に記載し、実施するよう指導された

い。 

（ｲ）指摘事項等（要望事項） 

段階確認予定一覧表が施工計画書に記載されていなかった。効率性の観

点からしても、事前に確認項目、確認時期等を検討させ、施工計画書に記載

させるよう、指導されたい。 

エ 出来形管理 

（ｱ）指摘事項等（要望事項） 

品質管理と同様に土木工事共通仕様書、公園緑地工事施工管理基準等を

引用するなどして、全ての工種毎の管理基準、出来形管理の方法を施工計画

書に記載し、実施するよう指導されたい。 
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オ 写真管理 

工事写真については、工事写真管理計画に従って、月 1 回の進捗状況写真が

提出されていることを確認した。 

（ｱ）指摘事項等（要望事項） 

品質管理と同様に土木工事共通仕様書、公園緑地工事施工管理基準等を

引用するなどして、全ての工種毎の写真管理の方法を施工計画書に記載し、

実施するよう指導されたい。 

カ 環境管理 

本工事において環境面で以下の配慮がされていることを確認した。 

・現場発生の石材を再利用している。 

・建設機械は、低騒音型・排ガス対策型・温暖化ガス排出抑制対策型を使用

している。 

・環境配慮仕様書で配慮事項を示し、具体的な要求事項を別途指示している。 

書類に関しては、再生資源利用計画書・再生資源利用促進計画書、建設廃棄

物処理委託契約書、産業廃棄物管理表（マニフェスト）、建設リサイクル法によ

る通知書等が整備されており、その内容も適切であることを確認した。 

ゆいくる材に関しては、再生骨材が使用されている。 

キ 安全管理 

安全衛生協議会を週１回開催し、元請負者、下請負者が出席し、工程、安全、

工事内容の連絡、協議を行っていることを確認した。 

また、安全パトロール、新規入場者教育、危険予知活動、安全衛生協議会の

議事録、安全訓練等の実施状況を確認した。さらに、熱中症対策、新型コロナ

感染症対策も実施されている。 

交通安全管理については、資機材搬入箇所に交通誘導員を配置するなどの対

策を適切に実施している。 

なお、防水シート工の実施前には、化学物質等の危険性又は有害性等の表示

又は通知等の促進に係る安全データシート（ＳＤＳ）を受理し、作業者に周知

する予定である。 

ク 工事監理 

市監督員は、工事請負業者が行う総合工程会議（週１回）に出席し、施工状

況の把握に努めている他、立会・段階確認及び施工プロセスチェックによる確

認が計画的に実施されていることを確認した。また、施工における指示や協議

等は、適切に実施されており、工事打合せ記録等の書類として、整理されてい

る。 

なお、検査は完成時に技術検査と併せて実施され、工事成績評定が実施され

る予定である。 

ケ 設計変更 

現時点において、設計変更に伴う契約変更は実施されていない。 
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（7）現場調査     

ア 現場施工状況 

現在、工事は、樹木の剪定・伐採が完了し施工状況は良好である。桃花渓に

ついては石積み工が進行中である。今後、欧冶池の整備や園路、植栽が予定さ 

れている。 

建設業許可票、労災保険関係成立票、建設業退職金共済加入票、施工体系図、

工事看板等の掲示物は、工事関係者及び公衆の見やすい位置に設置されており、

取り付け状態も良好であることを確認した。また、周辺住民への周知・掲示も

適切に実施されている。 

現場事務所は、公園を臨める近傍のビルに確保されている。資材は現場に直

送して保管されている。 

（ｱ）指摘事項等（注意事項） 

桃花渓の石積みにおいては、既設防水シートの上で作業をしている。防水

シートを傷めることがないよう保護策を講じるよう指導・監督されたい。 

 

イ 調査時の状況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桃花渓から南東方向～ガジュマル等の樹木の剪定が終わっている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施工中の桃花渓             樹木伐採後の築山  
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再整備後イメージ図 

 

夜間照明・イベント広場を整備予定の東冶堂前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事看板      

建設業許可票等の表示 
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〇令和２年度那覇新港ふ頭地区配水管布設工事 

 

（1）工事担当所管部署 

上下水道局 水道工務課 

（2）工事概要 

ア 工事場所 那覇市港町４丁目 地内 

イ 背景と工事内容 

(ｱ) 事業目的 

本事業は、那覇国際クルーズ拠点整備事業に伴い想定される水需要の増

大（船舶給水）に対応し、水の安定供給を図ることを目的として、配水管

布設を行うものである。 

(ｲ) 工事概要 

・ダクタイル鋳鉄管 

GX形φ250mm Ｌ＝1,031.02m 

GX形φ200mm Ｌ＝5.34m 

GX形φ150mm Ｌ＝22.42m 

仕切弁 7基、空気弁 1基、消火栓 5基、仮設 PPφ50 Ｌ＝355m 

仮設 PPφ40 Ｌ＝180m、仮設給水 ３件 

ウ 工事請負会社 株式会社太閤建設 

エ 設計業務委託 株式会社三矢コンサルタント 

オ 工事監理 直営 

カ 当初工期 令和３年４月 30日から令和３年 12月 24日（239日間) 

変更工期 令和３年４月 30日から令和４年１月 31日（277日間） 

キ 事業費 設計額 107,580,000円（変更設計額 112,046,000円） 

請負額 99,550,000円（変更請負額 103,681,600円） 

予定価格 97,800,000円（消費税抜き） 

落札率 92.5％ 

ク 工事進捗率 実施進捗率 68％（計画進捗率 48％）10月 31日現在 

（3）総 評 

本技術調査では、当該工事に関して提示された書類を確認し、当該工事の計

画、設計・仕様、積算、契約、施工管理・監理等の各段階における技術的事項の

実施状況について調査した。その結果、全般にわたり適切な条件設定、判断が

行われており、施工状況や施工管理・監理は良好であると判断された。 

現在、本工事の工程は、予定より早く進捗しており、水圧試験に合格すれば

連結工事をして、竣工する状況にある。 

現場付近は交通量が多いため、引き続き十分な安全管理を継続し、早期に竣

工されたい。 

なお、個々の調査結果について気付いた点は、各項目の指摘事項等で記述し
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た。 

（4）着手前の技術調査について 

ア 計画及び設計について 

本工事地区に至る水道は北谷浄水場から泊配水池を経て当地まで整備されて

おり、本工事では、那覇港管理組合により整備される第２クルーズバースに連絡

する配管網を形成するよう２つの経路（Ａ－ＬＩＮＥ、Ｂ－ＬＩＮＥ）を整備す

る計画である。管径は、第２クルーズバース引き込み管が 538㎥/日、管径 150mm

で予定されているため、将来の周辺水需要を考慮して管径を 250mm とし、延長

1,031.02ｍの配水管等を布設するよう設計された。これら決定プロセスは適正

であり、設計者による成果の照査報告書も作成されており、適切に設計業務が進

められている。 

1) 詳細設計業務 

・令和元年度港町・泊地内配水管布設工事設計業務委託 

・履 行 期 間 令和２年４月 24日～令和３年１月 20日 

・競争の方式 制限付一般競争方式 

・業務受託者 株式会社三矢コンサルタント 

2) 主な適用基準は以下の通りである。 

・水道施設設計業務委託標準仕様書（日本水道協会，2010年） 

・土木設計業務等共通仕様書（沖縄県土木建築部,令和元年８月） 

・水道施設設計指針（日本水道協会，平成 24年７月） 

・水道施設耐震工法指針・解説（日本水道協会，平成 21年７月） 

・水道維持管理指針（日本水道協会，平成 28年） 

・道路構造令の解説と運用（日本道路協会，平成 27年６月） 

・道路土工 構造物技術基準・同解説（日本道路協会，平成 29年３月） 

イ 設計図書及び特記仕様書について 

1) 工事の設計図書 

設計図書である発注図面、仕様書、工事数量総括表、現場説明書、質問回答

書は適切に作成されている。なお、共通仕様書は、下記の通りであり、これら

を前提として特記仕様書が作成されている。 

・土木工事共通仕様書（沖縄県土木建築部，令和２年９月版）  

・日本水道協会水道工事標準仕様書（土木工事編，2010年版） 

・上下水道局工事標準仕様書（那覇市上下水道局，2006年版） 

2) 工事の特記仕様書 

工事の特記仕様書には、特記事項（施工条件明示）が様式に従って体系的に

示されており、必要事項が適切に記載されていることを確認した。 

3) コスト縮減 

主なコスト縮減対策として以下の事項が実施されていることを確認した。 

・埋戻材として､土質試験（室内 CBR 試験）で確認後に現場発生土を使用し
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ている。 

・維持管理のライフサイクルコスト（ＬＣＣ）縮減の観点から、ＧＸ形ダク

タイル鋳鉄管を使用している。 

4) 環境対策 

主な環境対策として以下の事項が実施されている。 

・路盤材及び舗装材は、再生材を使用している。 

・建設機械は、低騒音型・排ガス対策型を使用している。 

5) 耐震対策 

耐震面からＧＸ形ダクタイル鋳鉄管を使用している。 

6) 工期設定 

本工事において、工期は４週８休で設定されているが、積算では週休２日

による補正はされていないとのことであった。 

ウ 積算について 

積算は、下記の基準等に基づき、所管課において適正に算定されていること

を確認した。 

工事数量は、詳細設計業務委託に含まれ、令和２年度水道施設整備費に係る

歩掛表請負工事標準歩掛（厚生労働省大臣官房生活衛生・食品安全審議官，水

道事業実務必携）に基づき算出されている。 

積算基準（歩掛等）は、令和２年度水道施設整備費国庫補助事業に係る歩掛

表（厚生労働省，水道事業実務必携），令和２年度沖縄県土木建築部土木工事標

準積算基準を適用している。 

採用単価は、令和２年度水道資材統一単価表（日本水道協会沖縄県支部）、土

木施工単価（令和３年冬）、土木コスト情報（令和３年冬）、積算資料（令和３

年１月）、建設物価 （令和３年１月）及び業者徴取見積書に基づいて実施して

いる。 

なお、価格刊行物を採用する場合の単価は２誌の平均値を使用している。 

また、業者徴取見積書を採用する場合は、異常値を除外した上で平均値を採

用している。 

オ 工事の入札及び契約について 

1) 入札関係 

本工事の入札は、制限付き一般競争入札を適用し、平成 31・32年度水道施

設工事業者の土木の格付がＡ等級(ランク)の者であること、那覇市に本店が

有るものであること等を入札参加資格とした結果、入札参加者は５者であり、

そのうち株式会社太閤建設と契約を締結している。予定価格に対して 92.5％

の契約額となっている。なお、建設業法第 20条第３項に規定されている必要

な見積り期間（15日間）は確保されていた。 

2) 契約関係書類   

契約書類関係は、工事請負契約書（収入印紙確認）、監督員通知、履行保証
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等、工事保険等、現場代理人・主任技術者届、着手届、工事工程表、建設業退

職金共済金収納書、請求書（前払い金）の書類が適切に作成されていること

を確認した。 

現場代理人・主任技術者は、必要な国家資格（一級土木施工管理技士）を

取得していること、及び JDPA継手接合研修会受講証を保有していることを確

認した。 

（5）着手後の技術調査について 

ア 施工管理 

1) 関係諸官庁への届出書類 

道路使用・占用許可、占用物件協議（上水道、下水道）等について適切に

届出・協議がされている。また、琉球石灰岩を使用する場合の出鉱証明書は

提出済みである。 

施工体系図・施工体制台帳については、適切に作成し、提出されている。 

2) 周辺住民対応・交通対策等 

新型コロナウイルス感染症緊急事態により工事説明会は実施できなかった

ため、工事の内容及び断水等について周辺の各戸にチラシを配布しているこ

とを確認した。 

3) 施工計画書等 

施工計画書については、上下水道局工事標準仕様書（那覇市上下水道局，

2006年版）、土木工事共通仕様書（沖縄県土木建築部，令和２年９月）等の基

準に基づき作成され、「施工計画書記載事項チェックシート」により、記載内

容の確認が行なわれており、必要な内容が記載されている。また、施工計画

書は、適切な時期に市監督員に提出していることを確認した。 

（ｱ）指摘事項等（要望事項） 

水道工事以外の施工管理基準も組み合わせて工種別の施工管理基準を

適用することは適切であるが、適用基準には年度を記入するよう指導され

たい。 

また、施工計画書には頁を付けるよう指導されたい。 

 イ 工程管理 

本工事の進捗率は 10月末で約 68％（予定 48％）であり、予定より早く進ん

でおり、調査時点では管布設はほぼ完了し、水圧試験を残すのみの状況になっ

ている。順調な進捗は、既設管を仮設管に移動したことにより作業効率が上っ

たこと、早めに工程調整が図られたことなどによる。 

全体工程の調整を目的として、市監督員、現場代理人、主任技術者で構成さ

れる総合工程会議が毎月開催されており、この場において、進捗を確認すると

ともに、市監督員による立会・段階確認の日程調整、協議事項の打ち合せなど

が実施されている。また、週間工程会議では、写真提出と打合せが実施されて

おり、市監督員は工程状況を把握していることを確認した。 
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ウ 品質管理 

管布設工、舗装工、消火栓設置工について材料品質証明、品質管理結果等に

関する書類等の内容を確認した。書類は一覧で整理されており、内容も適切で

ある。 

ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管の接合試験は良好な結果である。今後の水圧試験を

もって最終確認がされる。路床材として使用した現場発生土の再生材、再生材

の舗装材、路盤工、舗装工についても管理基準を満足していることを確認した。 

（ｱ）指摘事項等（要望事項） 

段階確認予定一覧表が施工計画書に記載されていなかった。効率性の観

点からしても、事前に確認項目、確認時期等を検討させ、施工計画書に記載

させるよう、指導されたい。 

エ 出来形管理 

本工事の出来形管理は、水道工事標準仕様書、下水道土木工事施工管理基準

及び規格値、土木工事施工管理基準に基づいて実施されており、書類は一覧で

整理されており、管理内容も適切である。 

オ 写真管理 

工事写真については、写真管理計画に従って適切に撮影され、管理しており、

週に１回、発注者（監督員）に提示されている。また、完成後に不可視となる

部分の写真撮影を調査したところ、適切に管理していることを確認した。 

カ 環境管理 

本工事において環境面で以下の配慮がされていることを確認した。 

・路盤材及び舗装材は、再生材（ゆいくる材）を使用している。 

・低騒音建設機械、排出ガス対応型建設機械を導入している。 

書類に関しては、再生資源利用計画書・再生資源利用促進計画書、建設廃棄

物処理委託契約書、産業廃棄物管理表（マニフェスト）、建設リサイクル法によ

る通知書等が整備されており、その内容も適切であることを確認した。 

キ 安全管理 

安全衛生協議会を月１回開催し、元請負者及び下請負者が出席し、工程、安

全及び工事内容の連絡、協議を行っていることを確認した。 

また、安全パトロール、新規入場者教育、危険予知活動、安全衛生協議会の

議事録、安全訓練等の実施状況を確認した。さらに、熱中症対策、新型コロナ

感染症対策も実施されている。 

交通安全管理については、車線規制箇所に交通誘導員を配置するほか、通行

時間調整、過積載対策を適切に実施している。 

ク 工事監理 

発注者（監督員）は、受注者が行う工程会議（月 1回）に出席する他、毎週

の写真提出時の打合せにより施工状況の把握に努めている他、立会・段階確認

及び施工プロセスチェックリストによる確認が計画的に実施されていること
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を確認した。また、施工における指示や協議等は、適切に実施されており、工

事打合せ記録等の書類として、整理されている。 

なお、検査は完成時に技術検査と併せて実施され、工事成績評定が実施され

る予定である。 

受注者において実施している事項で評価できる創意工夫は、早目に工程等の

協議をして調整を図っていることを確認した。 

ケ 設計変更 

変更契約は、変更内容及び手続きが適切に行われていることを確認した。 

（6）その他 

（ｱ）指摘事項等（要望事項） 

完成時の成果品については紙での提出となっているが、今後、電子納品に

ついて検討されたい。 

（7）現場調査  

ア 現場施工状況 

現在、工事はほぼ完了しており、配水管の水圧試験を待つ状況である。配水

管の設置状況の確認はできないが、舗装復旧は良好であることを確認した。 

建設業許可票、労災保険関係成立票、建設業退職金共済加入票、施工体系

図、工事看板等の掲示物は、工事関係者及び公衆の見やすい位置に設置され

ており、取り付け状態も良好であることを確認した。また、周辺住民への周

知・掲示も適切に実施されている。 

現場事務所は近傍のビル内に設置されており、資材置き場は現場近くに確

保されている。資材置き場には、作業員休憩所、資材倉庫、簡易トイレが設置

されており、資材管理も適切に行われていることを確認した。 

    

イ 調査時の状況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ・Ｂ結節点よりＡLine舗装復旧後（南方向）   （北方向） 
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Ａ・Ｂ結節点よりＢLine舗装復旧後   消火栓設置箇所とＡLine舗装復旧後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事看板等の表示（全体）         建設業許可票等の表示  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資材置き場での 

   工事案内看板        ＤＸ形ダクタイル鋳鉄管保管状況 


